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💡本日の説明会のポイント

❏ 札幌市において、中学校部活動の地域展開をどのように行うかを検討するため、
R8.10月～R9.1月の４か月間、モデル事業を実施

❏ モデル事業は、全市的に実施するものであり、対象は札幌市立中学校の部活動
（計18校・49部活を予定）

❏ モデル事業の対象として、宮の森中学校・野球部、男子バスケットボール部、女子バ
スケットボール部、女子バレーボール部、男子サッカー部、男子ソフトテニス部、吹
奏楽部、美術部、科学部にご協力いただきたく、説明会を開催

❏ モデル事業の内容や部活動との違いなどについて説明させていただきますので、
ご理解・ご協力をいただければ幸いです

❏ （保護者向け）モデル事業の実施にあたっては、活動中の安全管理や保険加入の
ため、モデル事業の受託者であるリーフラスへ学校から必要な個人情報を提供す
ることに同意をいただければと考えている

❏ モデル事業のイメージとして、部活動の場をお借りして約４か月実施するものであ
り、顧問の先生に代わって、外部から指導者を配置したいと考えている。

❏ また、この４か月間は部活動ではなく地域クラブ活動と位置付けるため、この指導
者を外部から配置する以外は、基本的には部活動と変わらない

❏ モデル事業とはいえ、学校には一定のかかわりを持ち続けていただくため、時間
差はあるものの学校側も活動内容 



１　部活動の地域展開の背景
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国の動向

　部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドラインの策定（R7.12月）

➢ 部活動の地域展開等をはじめとする発達段階に応じたスポーツの推進等を明記

　スポーツ基本法の改正（Ｒ7.9月施行）
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〇すぐーるの一斉配信でアンケート回答が爆増

したが、保護者と思われる層からの回答を見る

と、「部活動」や「地域展開」について正しく理解

されていないと思われる回答が散見された（部

活はあって当たり前、部活の～費用が負担等）

〇保護者や関係者に部活や地域展開について

正しく理解していただくためにも、この説明会

資料では、少し突っ込んだ説明をしてもよいの

では

・部活動について、学校に設置義務はなく、教員

の任意・善意により成り立っていること（教員は

辞めようと思ったら辞められる）、教員に支給さ

れている手当は休日分のみ（調整額をどう位置

付けるか）。他都市を見ると、そもそも部活動の

活動時間を教員の勤務時間までとしている学

校も一定数ある（京都、神戸、新潟。仙台もR10

から勤務時間の範囲内とする方向で検討中）

・地域展開：少子化が進む中で、学校単位・部活

動として活動の場を維持するのは困難。地域展

開にあたっては

（熊本市など他都市の資料が参考になるかも）

〇なお、あまり正論を振りかざすと、上から目

線・やってあげているんだから感謝しろ感が出

てしまうので、注意が必要（バランスが難しい）

https://drive.google.com/file/d/1GaUeEJhdGHJkVhGlZs06JRiI7-TvO0cb/view


部活動とは？
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● 中学校の学習指導要領では、部活動は以下のように記載されています。

○ スポーツや文化及び科学等に親しむことで、生徒の学習意欲の向上や責任感・連帯感の

涵養、好ましい人間関係の形成などの助けとなるもの

○ 教育課程外の活動であり、設置・運営は法令上の義務ではないため、学校の判断で実施

しないこともあるほか、生徒の自主的・自発的な参加により行われるもの

○ 学習したことなどを踏まえ、自らの適性や興味・関心等をより深く追求していく機会でも

あり、学校教育の一環として教育課程との関連が図られる必要がある

● また、公立学校の校長が教員に残業を命じることができる業務は、法令により限定されてお

り（※部活動は対象外）、勤務時間外の部活動指導は、教員の「自主的・自発的な同意（任意）」

に基づく扱いとなります。

● 一方で、各学校の判断で設置された部活動については、「学校教育の一環」として、校長や顧

問の管理・指導下で行われることとなるため、活動中の事故には、学校安全の制度（日本ス

ポーツ振興センターの災害共済給付など）が適用されています。



札幌市の現状①

市立中学校部活動の設置・加入状況（R7）

学校数(校） 98

生徒数（人） 43,673

運動部活動部員数（人） 19,912

文化部活動部員数（人） 7,310

部活動部員数（人） 27,222

設置運動部数（部） 921

設置文化部数（部） 231

設置部数（部） 1,152

６割の中学生が部活動に加入しており、多くの中学生のスポーツ・文化芸術活動の場

を担っています

部活動の加入状況（部員数・割合）
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札幌市の現状②

5将来的には生徒数が減少し、部活動の維持が困難になることが見込まれます

H25年度を基準とすると、R18年度には

生徒数が３割近く減少する見込み

注）出生数をもとに独自に推計（担当課による独自推計であり、
札幌市の公式推計ではありません。

市立の中学生数の推移見込み



札幌市の現状③

6

55人（9.9％）

部活動に関する顧問教員の状況

中学校教員アンケート結果
（n=556、R5.7月実施）

Q.部活動の顧問について、

　　負担に思うことはありますか。

Q.現在担当している部活動について、

これまで指導経験はありますか。



２　モデル事業の概要
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目的・実施手法

以下を実現するため、平日も含めた部活動の地域展開のモデル事業を実施し、札幌市の実情に応じた部活動の

地域展開の在り方の検討に向けた課題の整理・検証を行います。

● 少子化が進む中でも、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる機会の確保

● 教員が授業準備や生徒指導等の業務に専念できる環境の整備
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種別 ①モデル校の設置 ②一部種目・活動の地域クラブ化

概要
既存の常設部活動の全てを本事業の対象とす

る中学校（以下「モデル校」という。）を設置。

市内の複数の中学校において、既存の部活動の

一部を本事業の対象とし、地域クラブを設置。

期間 令和8年10月1日 ～ 令和9年1月31日（予定）

場所等 活動する場所や時間・頻度、活動内容は、現在の部活動に準じます

指導者等
・原則として、顧問教員以外の指導者（外部人材）を配置します（※顧問教員が務める場合も有）

・外部人材のほか、活動の見守りや補助を行う「活動サポーター」も配置します

費用負担 なし（通常の部活動で要する費用以外に生徒・保護者の費用負担はありません）

安全管理 地域クラブ活動となるため、別途保険に加入（※費用は市教委が負担します）

〇各学校ごとに、あなたの学校はコッチで、対
象部活はコレというものは別で用意
（Q&Aで手持ちでいいか）
〇指導者・活動サポーターの保護者・学校への
情報提供は直前になる可能性あり
〇移動等は部活と同じ取り扱い
〇北都中は以下の内容をつける（スペースがな
いので次のスライドに置くか？）

（北都中のみ）
バドミントン部で指導に当たっていただい

ている外部指導者（２名）はモデル事業中も引
き続き指導に当たっていただきます



モデル事業の対象校・対象部活①

● 対象：18校・49部活（運動系35、文化系14）

パターン 対象校 対象部活

①モデル校パ
ターン
（１校丸ごと地
域展開）
2校・17部活

宮の森中学校 野球部※、男子バスケットボール部※、女子バスケットボール部、

女子バレーボール部、男子サッカー部※、男子ソフトテニス部※、吹奏楽部※、

美術部、科学部※

石山中学校 男子バスケットボール部、女子バレーボール部※、男子ソフトテニス部、

男子バドミントン部、女子バドミントン部、吹奏楽部※、美術部※、茶道部

②一部種目・活
動を地域展開
するパターン
16校・32部活

伏見中学校 吹奏楽部

柏中学校 陸上部

北陽中学校 女子バスケットボール部

北辰中学校 合唱部

新川西中学校 陸上部

篠路中学校 男子バレーボール部、男子卓球部、美術部
9

※印の部活は、モデル事業中も顧問教員・部活動指導員が引き続き指導を担います（指導者の変更はありません）



モデル事業の対象校・対象部活②

パターン 対象校 対象部活

②一部種目・活
動を地域展開
するパターン
16校・32部活

東栄中学校 女子バレーボール部、美術部

栄南中学校 男子バスケットボール部

北都中学校
男子バドミントン部、女子バドミントン部、男子ソフトテニス部、

女子ソフトテニス部

厚別北中学校
男子ソフトテニス部、女子ソフトテニス部、男子卓球部、女子卓球部、

美術部、書道部、茶道部

上野幌中学校 男子ソフトテニス部、吹奏楽部

西岡中学校 女子バスケットボール部

月寒中学校 女子バスケットボール部、女子バレーボール部

平岸中学校 ソフトテニス部（混合）

藤野中学校 男子バスケットボール部、男子サッカー部

前田中学校 女子バドミントン部、ソフトテニス部（混合）
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（北都中のみ）
バドミントン部で指導に当たっ
ていただいている外部指導者
（２名）はモデル事業中も引き
続き指導に当たっていただき

ます



運営体制①

札幌市教育委員会

情報共有・連携

（日々の活動報告等）

各対象部活
（モデル事業中は原則、
地域クラブとして活動）

委
託

活動の実施・管理運営

（指導者・活動サポーター

の配置、保険加入、各種

連絡調整等）

リーフラス

株式会社

（受託者）

各対象校

職名 役割

統括責任者 事業の全体管理・
各所との連絡調整

指導者 対象部活での指導、
活動の安全管理、
引率等

活動サポーター 対象校での見守り、
指導者の補助等

運営スタッフ
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運営体制②
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■指導者の要件（原則、活動期間を通して同一の方を配置）

● 学校部活動、地域クラブ等において指導経験がある方

● 日本スポーツ協会又は各競技団体や関係団体等が認定する指導者資格を所有している方

● 指導予定の部活動の競技経験又は活動経験が、義務教育修了後３年以上ある方

■活動サポーターの要件

特に資格等は設けませんが、指導者も含め、必要な研修（※）を予め受講いただき、安全かつ円滑

に活動が実施できる体制を整えます。

※研修については、国のガイドライン等も参考に、以下のような内容を想定しております。

● 生徒の人格を傷つける暴力・暴言・ハラスメント等の不適切行為の防止

● 生徒同士による暴力・暴言・いじめ等の防止（適切な集団づくりなど）

● 生徒の発達段階に応じた科学的指導、生徒とコミュニケーションを十分に図った上での指導

● 事故防止（施設・設備・用具の点検や活動時の安全対策）　など



NEW COACH INTRODUCTION

担当指導員のご紹介

札幌 太郎
SAPPORO TARO

MESSAGE

「みなさん、初めまして！部活や勉強で忙し
い中学生のみんなが、思い切り体を動かし
て熱中できる時間を作ります。一緒に楽しく
レベルアップを目指そう！」

担当校・担当種目

〇〇中学校・▲▲▲部

これまでの指導経験

〇〇スポーツクラブ 　
幼児〜中学生クラス メインコーチ（5年）
△△市民センター 　　
週末教室 初心者向け基礎指導 専任指導員（3年）
公立高校 部活動 　　　
大会に向けた実践的スキルの育成 外部指導員（2年）

保有資格

日本スポーツ協会公認 スポーツ指導員

普通救命講習 修了（AED業務従事者）

児童心理学基礎講座 修了
13

指導者のご紹介イメージ



運営体制③
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活動の実施・管理運営にあたっては、管理ツール（アプリ）を導入し、情報を一元化します。

ツールが備える機能は、概ね以下のとおりです。

1. 各対象部活における出欠管理、活動時間の管理（※）

2. 参加生徒の氏名・学校・学年等の登録、健康上の配慮事項の登録（※指導者は事前にチェック

必須とします）

3. 指導者・活動サポーターの勤怠管理（※）

4. 指導者・活動サポーター、保護者、対象校間の事務連絡

5. 市教委・受託者からのお知らせ

6. 活動スケジュールのカレンダー

7. 担当者への問い合わせ（アプリのほか、専用のコールセンターもご用意します）

※モデル事業においては、原則として指導者等は外部人材となりますが、「幼児児童生徒が活動す

る場所での私用端末等の取扱いについて（R7.8.28通知）」に準じ、周囲からの誤解を招かないよ

う、基本的には生徒の前で私用スマートフォンの操作（アプリへの入力）は控えるものとします。

通知：https://drive.google.com/file/d/1rJRTZT0bR9dVOd5fK6VH1iiKVP_ZbOPC/view?usp=sharing
QA：https://drive.google.com/file/d/1HkrigsUnqd0kMkjG06B87qipsGgHCnvW/view?usp=drive_link

（生徒・保護者・対象校の理解・許可を得たうえで、限定的に使用することは可能）

https://drive.google.com/file/d/1rJRTZT0bR9dVOd5fK6VH1iiKVP_ZbOPC/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1HkrigsUnqd0kMkjG06B87qipsGgHCnvW/view?usp=drive_link


モデル事業と部活動の違い
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モデル事業（地域クラブ） 現行（部活）

管理運営責任 受託者（リーフラス株式会社） 学校

活動場所・備品 現行と同じ 中学校施設

指導者 原則、教員以外の外部指導者
教員・部活動指導員等の

外部指導者

保険
別途加入

（別途徴収なし）
スポーツ振興センター

参加者 現行と同じ 当該校の部員

費用負担
現行と同じ

（別途徴収なし）
部費等

活動時間・大会等 現行と同じ 市の部活動方針等による

モデル事業は、主に地域クラブ・指導者・学校における課題を確認することを目的としているため、

基本的に生徒の皆様は普段の部活動と同じように活動していただきます。



保険の内容
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保険者 モデル事業（受託者の独自保険） 部活動（スポーツ振興センター）

対象 スポーツ活動、文化活動、地域活動など 学校管理下の活動

範囲 団体活動中とその往復中 学校管理下の活動

負傷
通院：1,500円/日
入院：4,000円/日

（通常）医療費総額の４割
（高額）自己負担額＋医療費総額の１割
（入院）食事療養費加算

障害 4,000万円（上限） 4,000万円（上限）

死亡 3,000万円（上限） 3,000万円（上限）

損害賠償 対人・対物：５億円/事故（対人は２億円/人） －

その他 突然死葬祭費用 歯牙欠損見舞金

活動中の事故やトラブルについて、現場での初期対応（応急処置・１１９番通報）、保護者への説明、保険

手続きのご案内・請求手続きの代行等まで、受託者において責任を持って対応いたします。（各学校に

も適宜情報を共有いたします）

リーフラスに詳細をもらう



３　今後のスケジュール
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保護者
説明会

同意書
提出期限

９⽉30⽇

モデル事業 
開始

10⽉1⽇ R9.1⽉末

アンケート‧
ヒアリング

R9.2⽉上旬

モデル事業
終了

説明会終了後、保護者の皆さまにはすぐーる又は書面にて、
①個人情報の利用に関する同意書提出フォーム（詳細は次
ページ）、②説明会資料を送付させていただきます。

今後のスケジュール（予定）
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対象部活に係る個人情報の利用に関する
同意及び保険加入の手続きが完了次第、
モデル事業をスタートいたします。

モデル事業終了後（R9.2月から）は、
元の部活動に戻ります（指導者・保険
などは部活動の内容に戻ります）



モデル事業の結果や皆さまのご意⾒などを踏まえて、札幌市における部活動の地域展開の
在り⽅を検討してまいりますので、ご理解‧ご協⼒の程、よろしくお願いいたします

本モデル事業中の活動は、部活動ではなく地域クラブ活動（学校外の活動）と位置づけるため、学校
の保険（スポーツ振興センター）の対象外となり、別途保険に加⼊する必要があります。
そのため、保険の加⼊等に必要な⽣徒の皆さまの個⼈情報の取得‧利⽤について、保護者の皆さまに
ご同意をいただきたいと考えております。

❏ ⽬的 モデル事業における保険加⼊⼿続き、緊急時の連絡などのために利⽤します。

❏ 提供する情報 ⽣徒の⽒名‧⽣年⽉⽇‧性別‧健康上の配慮事項。保護者の連絡先（緊急時のみ）

❏ 提供先 リーフラス株式会社（札幌市教育委員会からの受託者）

❏ 同意⼿続き 説明会終了後、保護者の皆さまに同意書提出フォームを送付いたしますので、
9⽉30⽇までにご提出（オンラインでの⼊⼒）をお願いいたします。

❏ その他 ご提供いただいた個⼈情報は、上記の⽬的以外には使⽤せず、関係法令‧規定に基
づき適正に管理いたします。

ご協力のお願い（個人情報の利用に関する同意）
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４　質疑応答
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ご不明な点がございましたら、お問い合わせください。

【問い合わせ先】

〇本説明会、モデル事業全般について 

　札幌市教育委員会学校教育部学びのプロジェクト担当課

 担当：西出・小林・大橋　　　　　　

 　電話：011-211-3851　メール：bukatsu@city.sapporo.jp

〇モデル事業中の問い合わせ先 

　リーフラス株式会社　　担当：瀬尾　　　　　　

 　電話：080-6091-6760　メール：k-seo@leifras.co.jp

問い合わせ先
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